
八郎湖調整池のプランクトン相について

塚田善也

※湯川幸郎

高田 じ＂

.`~.' 
ヽ

9

9

 
瓜 生信彦

石郷岡秤

1 はじめに

生物指標による水質評価は、湖沼の水質を認合的に把抑する上で、重要な方法となっている。

八郎湖調整池の生物相については、干拓前の昭和36年に秋田県が、干拓後の昭和50年には、八郎

潟調整池生物相調査会が、魚類、水生生物、ケイ藻類について、それぞれ詳細な調査を実施してい

るが、いずれも総合的水質評価を目的としたものではない。

当センターでは、昭和49年度から八郎湖調整池の水質調査を継続しているが、夏季に大量発生
注）

するアオコの実態をふまえ、総合的水質評価を目的とした、動植物プランクトン調査を実施した

のでその概要を報古する。

2 調査方法

2. 1 調査時期

昭和60年5月～12月まで毎月 1回実施。

2. 2 調査地点（図ー 1)

調査水域は、昭和36年の防潮水門締切り以後、年々淡水化が進行している。面積は調整池、東

部承水路、西部承水路を含めて4564ha、平均水深は 4111であり、 CODの仲間半均仙は、 4.3mg/1 

前後を推移している。

2. 3 ~JI.]査方法

植物プランクトンについては、表層水を 21ホリヒンに採水し、ホルマリン固定後、プランク

トン計数板で計数した。徴小ケイ藻は、酸処理後、マウントメデイア（和光純薬工業棘）で貼付

し、 15X 100の倍率で顕微鏡写真撮影後、同定した。定量は、クロロフィル法を用い、海洋観測指

針9.6に従って測定した。

動物プランクトンは、プランクトンネット（口枠25cn]、NXX13)で、 2111巫直引き採集をした

後、ホルマリン）81定し、分析に供した。

プランクトンの柾の同定ば、 H本淡水プランク）、ン図繁（水野寿彦著）等によって行った。t発

脚類、フクロワムシ類は、柄付針で解体後、 Inj：ししたか、同定困難なものについては、 sp．で表示

し、群体については、 1群体を 1個体として扱った。

CODは、JISKOlOZ-1981、Cl―は、上水試験法の35.2硝酸銀法に従って測定した。

※能代保健所

注）水の華、ラン藻の大閏発生した状態をあらわすっ
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図ー1 八郎消調繁池水質調査地点

3 調査結果

3. 1 動物プランクトン相の季節変動について

各地点の動物フランクトンの主要出滉種数（3/n/1)の季節父動を図ー2に、総個体紋 (1び／

m3）を別表ー 1にポした。

5月から 6月にかけては、漉111:ll頂のEurylcmoraa_ffinis（ケプカヒゲナガケンミジンコ）とその

幼生が、大部分を占めた。 st3では、沈殿贄が全地点、全期間を通じて最も多かった。

6月になると、プランクトンの種類数が増加しはじめ、 Diaphanosomabrachyrum（オナガミジ

ンコ）やBrachionuscalyciflorus（ッポワムシ）なとが出現する。

7月は、フランクトン現仔量か調査其月側を通し、最も少なしヽが、相対的（こH泣xarthra（りedalia)

mira (ミジンコワムシ）か俊占種となる。

8月から 9月にかけては、 st1を中心に沈I）没昂が大幅に増加し、出呪するプランクトンの種籾数

もワムシ類、攪脚類、枝角類を中心に聘富になる。 st1では、 8月の優占種はCyclopsvicinis（オ

ナガケンミジンコ）、 9月の優占種はBosminalongirostris（ゾウミジンコ）であったが、 st3、4

では、 8月の優占種はAsp如nchnasieboldi（シポリフクロワムシ）であり、撓脚類の占める訓合

が低い。

10月になると再び沈殿量が減少しにじめ、 11月から12月にかけては、 Eurytemora｛ヴふ心の秋の
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大発牛を迎えるが、春期に比較して発生墨は少ないc

図ー 2 動物プランクトン相の季節変化
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(III) st 3 調整池西部
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3. 2 植物プランクトン相の季節変動について

図ー 3 、図ー 4 に調整池内のChl•aの変動を、別表ー 2 に総出現種数を示した。

st 1、2ともに4月に春季のブルームが見られた後、 7月中旬から珪藻類のMelosiragranulata 

var. angustissima（メロシラ）が大量発生し、 8月から 9月にかけてに、 Synedraspp.（ハリケ

イソウ）が大発生する。又、 8月はラン藻のAnabaenaspp．（アナベーナ）の大斌発生した状態（ア

オコ）が湖水一面を被っている。 9月になるとAnabaenaspp．に混じり、同じくラン藻のMiこ

crocystis aeruginosa (ミクロキスチス）か火発生する。 10月になるとMi石ocystisaeruginosaが優

占するが、クロロフィル量は減少するc

st3は前述の2地点に比較してアオコの発生量は低い。 st4では年間を通じて、クロロフィル量

の目立った変動は見られなかった。
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図ー3 調整池表！閾各地点におけるChl.aの印間変動

-88-



5月15日 I6月19日 17月17日 18月12日 I9月4日 I10月9日 III月6日 I12月2日
稟郎場し西節が,1夏部，屹と配芭水？,1寛部湖・し西邸水門 l東郎 9ふ百釈尺＂ 1 |夏ぎ胡し否ぎ水門 l 東饂渇・心西郎水門 l 東訊胡＿万序＂• |賽ぎ胡し西訳＊n

g/1 

50 

40 

30 

o ml20 
10 

5゚0 

40 

-0.5m|30 

20 

10 

゜50
4
0
3
0
2
0
1
0
0
-
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0
-
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0
 

m

m

m

 

ー

2

5

図ー4 調整池内各陪における Chl・aの月別変動

3. 3 』)J植物プランクトンについて

ア撓脚類

確認した種類は 7種である。春季と秋季の2度Eurytemoraa/finisの大発生が見られる。 8月か

ら9月にかけてOithonanana、 Cyclops vicinisが若干出現していた。 Limnancaeagenuina、

Sinocalanus tenellus （キスィヒゲナガケミジンコ）、 Pseudodiaptomusinopinus（ニセヒゲナガ
ケンミジンコ）も随所に出現したが、いずれも佃体数は少なかった。Naupliusand Copepodid（幼

生）は、調査間問を通し、広く分布していたか、 6月と10月、 11月に特に数多くの個休数が出現

した。

イ 枝角類

3種類確認され、 Bosminalongirostガs、Diaphanosomabrachyrumは6月から10月にかけ、広

く出現したが、 Alonaguttata（モンシカクミジンコ）は稀産であった。
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ウ輪虫類

20種類確認された。 Brachionuscalyciflo叩 S、B.angularis（カドナシコガタツボワムシ）は夏

から秋にかけて広く出現している。 Asplanchnasieboldiぱst2、3で8月に優占種となり、

Hexarthra (Pedalia) miraも全地点で7月の優占種になった。

エ ラン藻種

Anabaena spp.は4種類の存在が確認された。8月はA.flosaquae f. flos-aquaeが大部分を占め

るが、A_spp.も多い。 9月になると全J也点でMicrocystisaeruginosaがAnabaenaspp.を凌駕する。

オ緑藻類

8 ~ 9月に多少の発生か見られるが、 発生景に少ない。

力珪藻類

中心類は13種類、羽状頬は78種類確認した。中心類では、年間を追じ、 Cyclotella,spp. Ste-

phanodiscus spp. Coscinodiscus spp.が数多く出現した。夏其月にはMelosira granulata var. 

angustissimaが卓越種として確認された。羽状類は調査期間を通し様々な種が出現したか、 8月（こ

は全地点でSynedraacus v. ang匈issmaか優占種となったことか注目される。

キその他

7、8月の全地点でEudorinaelega郎（タマヒゲマワ I))か出現した。

4 考察

八郎湖調整池の談水化については、調整池の4地点で、塩素イオン濃度の測定を行っているか、
1 3) 

全地点の年問平均値は56.6mg/Iを記録した。（図ー5)三浦によると、調整池内の塩素イオン濃

度は、昭和50年頃はlOOmg/I前後を淮移していたということから、現在も｝炎水化が進行している

可能性が高く、今後もひき続き、塩素イオン濃度について、着目してしヽく必要がある。

この淡水化傾向は、夏期におけるアオコ発生という形で生物相に影響を与えている。一般的に

は、湖沼の富栄養化が進行するにつれて、アオコの構成種（ま、アナベーナからミクロキスチスへ

と進行するといわれているが、淡水化がアオコの発生にどう影響していくか非常に興味深い問題

である。

撓脚類の出現状況に注目すると、干拓前の昭和36年の調査では、広域分布種であるが主として

汽水域を好むSinocalanus tenellusが卓越柾として出滉するが、今回の調査では、仏域分布種なか

ら主として淡水を好むEodiaptomusjaponicusやCyclopsvicnisが相当蜃出現しているなど淡水化

の影響を強く受けているか、大部分の種は依然汽水種で古められており、りlき砒き、｝主心深く検

討していく必変がある。
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図ー5 塩索イオン濃度の月別、地点別変動

5 まとめ

(1) 八郎湖瀾整池のプランクトン相は及季を中心1こ豊富であり、動物プランクトンでは1塁闘類、

枝角類、輪虫類が多く植物プランクトンではラン藻、ケイ藻が多く、富栄養化が進行している。

(2) 干拓工事に伴う防潮水門締め切りによって淡水化が進行し、この結果淡水を好む生物種が増

加している。

(3) 今年度は、アオコの大量発生には至らなかったが、調整池東部を中心に局部的な発生が見ら

れた。構成種は 8月にはアナベーナか大部分を占めてし：るが、 9月にはミクロキステスかアナ

ベーナに優占していた。
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別表1 各地点別水質測定結果
st. 1 調整池東部

ふ S60 5. 15 6. 13 6. 19 7. 4 7. 17 8. 7 8. 23 9. 4 10. 9 11, 6 12. 2 S61 4. 17 2. 7 

水温（℃） 10.3 16.0 20.4 21.8 22.6 21.0 29.5 30.5 26.8 17.5 11.0 3.3 0.3 

透明度 (m) 2.5 1.8 2. 0 2.5 1.8 1.3 1.5 1.2 1.0 1.5 1.4 0.6 

PH 8.1 7.6 7.5 7.4 7.8 7.9 7.9 9.3 8.6 7.6 7.6 7,3 I 7,4 ， 
DO (mg/I) 11 9.2 8.4 7. 7 7.1 9.2 8.4 9.0 8.8 8.9 10 12 12 

COD (mg/I) 4.1 3.6 4. 2 3.0 4.3 4.8 4.9 8.5 7.8 4.2 4.0 2.8 2.7 

T-N (mg/1) 0.44 0.45 0.26 0.40 1.07 0.63 0.54 0. 73 1.20 0.59 0. 75 0.58 0. 78 

T-P (mg/I) 0.067 0.030 0.044 0.040 〇.044] 0.080 0.056 0.070 I 0.163 0.054 0.029 〇.056I 0.038 I 
クロロフィルa(μg/1) 16. 7 10.0 6.0 5.3 10.6 31.9 15. 9 38.4 45.0 4.9 2.3 3. 5 1.5 

st. 2 湖心

ふ］日 S60 5. 15 6, 13 6. 19 7. 4 7. 17 8. 7 8. 23 9. 4 10. 9 11. 6 12. 2 S61 4.17 2. 7 

水温（℃） 10.1 15.5 20. 3 21.8 22.6 20.5 29.5 30. 5 26.6 17.2 11.3 3.3 o. 0 
透明度 (m) 2.5 2.0 2.0 2.0 2.2 1.3 : 2.0 1.8 1.0 1.8 1.5 0.6 

PH 8.0 7.6 7.5 7.8 7.9 7.8 8.6 9.1 8.3 7. 7 7.6 7.4 7.4 

DO (mg/I) 11 9. 7 8.9 8.5 8.9 9.3 8.0 / 8.1 8.6 9.3 10 12 13 

COD (mg/1) 3. 7 3.9 4.1 2.9 4. 7 5.5 4.6 6.2 7.3 4.6 3.9 3. 7 2.4 

T-N (mg/I) 0.43 0.44 0.21 0.29 0.79 0.67 I 0.42 0.48 〇.97 0.73 0.62 0.66 0.72 

T-P (mg/I) 0.058 0.028 0.030 0.040 ， 0.047 0.060 0.048 0.050 0.154 0.079 0.034 0.077 0.024 

クロロフィルa(μg/1) 16.8 10.9 4.4 6.3 8.4 28.6 9.8 i 13.5 43.4 19.4 5.3 4.7 1.4 

st, 3 調整池西部

項ロー一旦迭ど日 S60 5. 15 6. 13 6. 19 7. 4 7. 17 8. 7 8. 23 9. 4 10, 9 11, 6 12, 2 見嬰，4.17 

水温（℃） 9.8 15.0 20.5 22.3 22.3 i 21.0 ! 29.5 29.5 I 26.5 17,0 I 11.3 I 3.3 0.0 

透明度 (m) 2.0 1.3 1.5 1.8 1.2 1.5 1. 5 1.7 1.2 1.4 1.5 0.6 

PH 8.0 7.7 8.1 8.0 8.4'7.7 8. 7 8.7 7.8 7.8 7.6 7.4 7.6 

DO (mg/1) 11 9.8 9.5 9.1 10.0 8.5 8.4 7.8 7.6 9.6 10 12 15 

COD (mg/I) 3.8 3.3 4.6 3.0 5.4 5.0 :i.O 5.9 5.9 4.7'4.0 3.8 3.2 

T-N (mg/!) 0.42 0.56 0.48 0.43 0.54 0.60 0.58 0.49 0. 71 0.66 0.94 0. 70 o. 71 
T-P (mg/1) 0.088 0.033 0.049 0.060 ll.061 IJ.060 0.064 0. 08lI 0.143 0.079 0.049 〇.065 0.051 

クロロフィルa(μg/1) 17 4 9.4 12.5 9. 7 29.6 19.8 10. 5 10.4 31.8 19.6 3.0 5.5 22. 7 

st. 4 防潮水門

項口——廷文］日 S60 5. 15 6. 13 6. 19 7. 4 7. 17 S. 7 8, 23 9. 4 10, 9 11. 6 12. 2 S61 4.17 2. 3 

水温（℃） 9.8 15.6 21. 0 22.4 22. 7 21.0 29.5 30.0 26.5 17.0 
131..8 0 I I 03..5 1 I : 0.1 

透明度 (m) 1.8 0.4 1.5 1.6 1.5 1.5 1.2, l.6 l. 0, 1. 5 

PH 8 1 7.5 7.6 7.5 7. 7 7.5 7.9 8.3 8. 3 7. 7 7.6 7.3 7.4 

DO (mg/I) 11 9.1 8.6 7.6 8.5 8.0 7.8 8.1 8.9 8.2 10 12 13 

COD (mg/I) 4、6 6.0 4.7 4.3 4.6 5.3 5.2 5.6 6. 7 ， 4.5 3. 7 4.2 2.8 
し ． 

T-N (mg/I) 0.44 0. 96 0.30 0.42 0.31 0.60 0.47 0.55 o. 70 0.61 0.96 0.82 0.79 
T-P (mg/1) 0.115 0.123 0.065 i 0.130 0.068 1).060 0.108 li.150 0.165 0.077, 0.038 0.096 0.063 

クロロフィルa(μg/1) 13.8 13.5 8.5 7. 7 9.6 13.4 10.6 9.0 23.1 1s.1 I 3.4 3.6 3.3 
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別表2 八郎湖調整池のプランクトン

ア．撓脚類

N~ 学 名
5 月 15 B 6 月 19 B 7 月 17 B 8 月 12 日 9 月 4 日 10 月 9 B 11 月 6 日 12 月 2 B 

東蔀湖心西部水門 東部湖心西蔀水門 東部湖心西蔀水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門

1 Cycwps vicinis 1.4 40 20 47 20 8.1 0.4 6.9 3.2 3.6 1.0 0.3 

2 Eodiap/0111硲japonicus 0.2 1 9 0 9 0.1 0 2 0、50.2 0.1 

3 Eurytemo ra a!finis S 2 30 186 76 19 4.2 22 4 3 1.3 1.0 0 9 l 9 2.0 1.7 0.5 6840642 

，1 ［，1｝}li10C{“g genuina 0.6 0 7 0.2 0.2 3.2 1.3 1.0 0 9 0 8 1.5 0.7 0.5 2.0 1.5 3.0 0.4 。.I0.1 0.1 0 1 
5 ()i/11/)叩il/lila 10.5 6.8 15 3 6 7 4 6 32 8 4 5 1 1.0 0.5 8 0.4 

6 PseI≪lodlap軌庫sin哄n硲 2.1 2. 7 2 0 I 3 2鼻゜ 1.3 2 1 

7 Sinocalanus tenellus 0.6 1.4 4.8 8.1 3.5 0.4 

イ．枝角類

9
3
ー

学
5 月 15 8 6 月 19 B 7 月 17 日 8 月 12 日 9 月 4 日 10 月 9 B 11 月 6 日 12 月 2 日

Na 名
東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東蔀湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西蔀水門 東蔀湖心西部水門 東部湖心西部水門

1 Alo)Ul g叫虚 3.5 0.2 0.1 0.2 0.1 0.1 

2 Bo、ynlng/ongirostris 0 6 19. 2 20 3 30 211 :i 104 82 96 Sl 10 14 54 0.9 0.1 0.2 

3 Diaphmwsoma切uchyrum 7.4 3.7 4.3 2 0 ll (i l (1 0 1 19.6 40.8 28.5 40.7 11 5 3 2 2 4 1.4 1.0 0 9 1.0 

4 ()si 111（研l（! I 3 

ウ．輪虫類

学 名
5 月 15 B 6 月 19 日 7 月 17 日 8 月 12 日 9 月 4 日 10 月 9 B 11 月 6 日 12 月 2 H 

Na 
東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門

1 Asp!anckna sieboldi 1 0 1.8 26 10.8 0.8 11. 7 27.2 56.1 25.6 23 41.6 7.2 7.3 2 2.5 7.2 4.4 

2 Brachionus angu/aris 4.5 1.0 2.2 7.8 2.5 1.2 1.3 2.4 0.9 1.2 1.1 1.7 3. 7 5.0 14.2 

3 B. calycif/orus 4.7 0.2 2.1 4.2 70.5 2.7 10.2 1.8 4.6 8 2.4 2.1 1.0 1.3 1.8 0.3 

4 B. 1/irピIS?COnlis 0.3 0.6 0 8 1 2 

5 B．砂．． ／和叫 0.1 

6 Filima longLwta 0.1 

7 F. ten}揺11/i~ 0.1 0.2 0 2 0 2 0 8 1.0 0.3 0.7 0.7 0 5 

8 H凶況Iiitl(/)幽/ia)mira 9 1 9 2 12 II 8.3 19.6 6.8 5.1 2 2 43323614 2.1 2.0 

9 Ke旭el/acoch/earis 0.2 

10 K. valga f asymmetrica 0.1 

11 K. valga f. monstrosa 0.3 0.1 

12 K. valga t tropica 0.1 0.1 0.2 0.3 0.8 0.1 0.1 0.2 0.1 



13 K. valga f valga 0.2 

14 Lepadella oblonga 0.2 

15 Mytilina ventralis 0 7 0.3 0.1 
ヽ

16 Pol)t)rthra trig/a 0.2 0.3 0.4 0.1 1.2 0.2 0.4 0 2 0.5 

17 Ploesoma truncatu印 0.2 

18 Pompholyx sulc叫 0.2 

19 Trichocerca b~駅chv1叩 0 7 

20 T. cyli祉ガca 0 7 

21 T. sp. 2 0 3 1 4 5 0 7 0.2 0 2 0 1 

22 Unknown 15.0 18.0 5.8 3.0 3.8 2.5 1.8 1.5 

工．ラン藻類

9
4
 

学 名
5 月 15 8 6 月 19 日 7 月 17 B 8 月 12 日 9 月 4 H 10 月 9 日 11 月 6 日 12 月 2 日

Na 
東部湖心西部水門東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東蔀湖心西部水門 東部湖心西部水門

1 Anuhaena f. f/oさ心謬［ rr rr rr rr' cc cc 立‘(̀ C cc cc cc cc t‘ i + + 
2 A. sp.l I r i r rr rr ”’ 
3 A. sp.2 ＋ ＋ C C 

4 A: sp.3 i /' r r r rr rr 

5 Chroococcus sp rr 

6 Merismoped辺j"!ii1(•I(I I? i h i ” 
7 Microcystis偲ruginosa ＋ ＋ ＋ ＋ cc cc cc cc cc cc cc C 

8 0函llatorialimosa rr 

9 0. sp. rr rr 
~. 

オ．緑藻類

学 各
5 月 15 II 6 H 1~ 日 7 月 17 H 8 JI 12 II 9 月 4 日 l O H 9 日 11 月 6 B 12 Jj 2 II 

No. 
東部湖心西訊 I卜『l京部，III心I甘品水門 東部湖心西部 7ド1'1東部枷1心、西品、水門 東部湖心西部水門 東部訴II心西部水l"l東蔀湖心西部水門 東部料）l心西謡水1'1

l Actinastrum /1揺謬恥 rI/ 

2 Ankistrodesmus (aILat1が rr 

3 Carteria globu!isa rr 

4 Clostenum sp. rr rr 

5 Coe/as/rum cambrir:um rr 

6 C.加croporum rr rr rr 

7 Co寧 c属iumconstrictum rr 



8 Dictyosphaerium pulchellum r rr r rr 

9 Glo釦唸tis低g硲 rr 

10 Hon沿diumsp. ”r 

11 Mi叩tii]11inl畑ilium rr rr 

12 Mougeotia sp. rr rr 

13 Pediastrum duplex rr rr 

14 Sc狐edesmusacuminatus rr 

15 S細g睾Ina rr 

16 S. nI1crosPI 91(I rr 

17 Spirogyra sp. rr 

18 Tetraspora lacustris rr 

カ．珪陸類（中心類）

9

5

|

 

9 -J ', 9, 名
5 月 15 B 6 月 19 H 7 月 17 B 8 ll 12 H 9 月 4 H 10 月 9 Il 11 月 6 R 12 月 2 n 

Na 
束6じ閲心四孤水門 東乱ii胡心西部水門 東器糊心内部水門 東部糊心也糾水門 東部湖心内却水1'1東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水Fl

1 Melasira grmiulala v. angustissima rr r r C CC C CC ＋ C C ＋ r CC CC C CC CCC CC CC C CC C rr + 

2 M granulata v. granulata rr ＋ ＋ ”. r rr + rr r r ＋ rr C C 

3 M distans叫喀暉a )r ++ r r ＋ r Ir ・ト r r r r 

4 M ita/ica f italica 
” ＋ 十 ＋ r rr rr rr r rr rr ＋ r r rr r rr 

5 M. i／直和aI. curvata 9 1’ +rrrrrr f7r rr rr rr n c rr n n 

6 M italica v, varide rr r 

7 M. varians rr rr rr r rr + r r r r rr rr r r r + C + 

8 M spp r r 

9 C;℃lotcl位stria/av, subsa!/1辺 r 
” 10 c. sin晶la旦baltica rr cc 

11 C. spp. rr + + + C C C ccccccccc + + + + ＋ ＋ ＋ ＋ cc cc cc cc cc cc cc cc CC CC C C 

12 Stephanodiscus dubius rr r r rr rr r 

13 S. spp. + + + + C C C C C C C C C C C C + + + + C C C C rr C C c+rr++  

14 Com加diさrn1lacustris v. /anistns r; r r r r ） r r r rr r r r 

15 C la虚如．SI'. hyperbora r rr r r 

16 C. ill lfiUS化—/inea加 rr 



カ．珪藻類（羽状類）

9

6

1

 

Nn 学 名
5 月 15 8 6 月 19 B 7 月 17 日 8 月 12 日 9 月 4 8 10 月 9 B 11 月 6 日 12 月 2 日

東部湖心西部水門 東部渦心西部水門 東部湖心西蔀水門 東部湖心西部水門 東蔀湖心西郁水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水「1東部湖心西部水門

1 Achnanthes delicatula rr 

2 A. hauckia血 v.rosim/a rr rr 

3 Amp枷11angusta v.諏揺osa rr rr rr 

4 A.ロenicolaじ． a疇ta rr 

5 A. holsatica rr rr 

6 A. ova/is v. om/臼 rr rr 

7 A. proteus rr 

8 A. venela rr 

9 Ast函one/lagracillima rr rr rr 

10 Bacil/aria pan咸oxa ＋ ＋ rr rr r r rr rr + rr 

11 Biddulphia anrita rr 

12 B. levis rr rr rr 

13 B. sp. rr 

14 Cocconeis pla肛ntulav p!ac叫謡z ＋ r 

15 C. plucentula m r ）） r 

16 C. scutellum c srnleiim11 rr 

17 Cymbella mue/len i.貨91:II?(:osa rr rr rr 

18 C. muelleri var. rr 

19 C. parva rr rr 

20 E. turgidula rr rr 

21 Diatoma elongatum rr rr rr rr rr r 

22 D. vulgare rr 

23 Diploneis飼udomlぶ rr 

24 D. smithii rr 

25 Fragi/aria bra図叩Iil『 SII知,bi/ala / r~ 

26 F. lrrevistriata 1'lniibb{L rr 

27 F. c.o郎切四 1'bmod応 ” rr 

28 F. cons切四 1'心1g1ば rI rr rr 

29 F. constrneus v. subsalina rr 

30 F. cons/虚 nsvar. rr 

31 F. interstincta v. in松rstinota rr rr rr rr 



32 F. inte)されncla rr 

33伽nphonen辺/JOI諏 !u印 rr 

34 G. sphaerophon暉
”rr ’ 

35 G,ro咽犀 distort1miv. 如I•K叩

36 G.揺魯imu別 ”『

” 
38 i¥;(l1iC1iig al，h1iO l}. K)Ilgn•ostrLi 

39 N囀capita/aじlinea心 rr 

nr I 

n/ 

I rr 

刃

rr ry 

＋ 

＋ n rI ry 

｝ ｝ 9 9' } ?‘ i r 

Nitzs油奴 bi『 1•1rnslm rr 

“ N. m樹iy/1SP. i)認l.1Ina rr 1 /' ヘ1

N. luzrnz以／11il i /' 

rr r}' I} ”▲  rr 

rr I r I r 

54 N. t,砂1709lcila1＇心紬 s ,r 

55 N. Ii1'加）／ie//at:. 1'Eto}揺 rr n | rr 

S6 N囀tハbrli))1(、[/rli](lI' ir 

57 N. rmII!CIlLms ”‘ 

58 N．叩P r f ．． r r I rr I rr 

59 Uり尋omf,叩/anodc,s r r 

60 0. mnrtyi ,r 

61 Pinnulana蒻ba
r” r 

| rr 

62『spp

61 P![/giotmp1s le.↑yfopか1r/lp prohoSCid以J n 

6~ Pisurosgmo ddic揺iunI rr 

65 P/rnr()さ1g))1110応ul11)91 rr 

66 RI碑Ill/)/fIdgihhm如 rr I IT 



9
8
ー

67 Surirella caproni r 

68 5. ekgans rr 

69 S. ova/a v. ova/a rr 

70 S. ova/a var. r rr 
71 S. robusta v. sp/endida rr ”『 r 

72 S．寧cica rr rr 

73 Synedra acus rr rr C cc cc cc r + cc cc n/ r I~ r rr 
74 S.畑lchellav. laccmta ＋ rr 

75 S. ru叫虹sv. jragi/anoide.I rr rr rr 

76 s.呻pensv.加 neghinuz血 rr 十

77 S. tabula/a v. obi硲a rr 

78 S. ulna rr rr ＋ rr r rr ＋ rr rr rr 

79 S. spp. rr 

80 Tabet/aria fenestrata rr rr 

81 Thalassiosira f{uviatilis ” 
82 T. gessneri rr 

83 R加icospheniao叩'(1／゚ rr 



キ．動物プランクトンその他

学 名
5 月 15 日 6 月 19 且 7 月 17 日 8 月 12 且 9 月_ 4 s I 10 月 9 8 11 月 6 B 12 月 2 廿

Nu 
東部湖心西部水門 東部湖心西部水『1東部湖心、西部水門 東部古）］心、西部水門 東部湖心西部水門東器湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門

1 Ceratium hirundinella 0.2 0.3 0.3 0.2 

2 C. lo咽irissi1111111 1.7 0 8 0.2 0 1 

3 C. massiliens 0.3 0.4 

4 [)ifflugia acuminata 0.2 0 2 0.1 

5 D. co1ona 0.2 0 B 0.2 (I 2 0 2 0.1 

6 D. cons/ガeta 0.1 

7 D l加netica 0 7 0.2 

8恥）stilis 0, 1 

9 Glochidium 0.2 0.2 0.1 

10 1り出nopsisCl揺｝・a 0 2 0.1 ll 2 0 3 0 3 D 2 0 1 

11 Vo11icella campanula 0.1 0.1 0.2 o 1 o.i 
12淡水カイメン 0.5 

9

9

1

 

ク．植物プランクトンその他

予 名
＂月 1a H h 月 19 H 7 Ji 17 ll 8 11 12 II 9 /I 4 日 10 月 9 日 11 月 6 8 12 月 2 ll 

Nu , -
東部湖心西部水門 東蔀湖心西帥水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心西部水門 東部湖心、西部水門 東孤湖心西部水門 東部湖心西部水門

1 Chlamydomonas sp. 2月に西部、水門でCC

2 E1/りinaeIi灯！恥 rI 十一 C I r ＋ ＋ (‘ C r ） rr r 

3 E. unicocca rr 

4 Eu謡血gr几LI.,,•\ rr rr rr 
I 

5 E Sjl 

I 

rr 

6 Pandorina morum rr rr rr rr rr r r 

1 Volrox aurげぶ rr 
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